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交通事故
対策

　
５
月
の
交
通
事
故
で
、
園
児
と

先
生
が
被
害
者
と
な
っ
た
と
聞
い

て
、
子
ど
も
と
の
外
出
が
不
安
に

な
り
ま
し
た
。

　
事
故
を
受
け
て
、
自
宅
近
く
の

交
差
点
に
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
と
出
か
け
る
散
歩

道
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
防
護
柵
が
あ
る
こ
と
で
、今
ま

で
よ
り
も
安
全
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　市は、地域で安心して暮らせる環境づくり、さまざま
な災害に備える安全・安心づくりを推進しています。
　今回は、「安全・安心」の観点から、交通事故を防止
するための事業や、災害による被害を防止・軽減するた
めの事業を紹介します。

　　 詳細 ▼防護柵＝道路課☎ 058-383-1348
  　 　 　 ▼排水ポンプ＝河川公園課☎ 058-383-1535

　
今
年
５
月
８
日
に
、
大
津
市
の
交
差
点

で
起
き
た
園
児
死
傷
事
故
。
横
断
歩
道
の

前
で
、
青
信
号
に
変
わ
る
の
を
待
っ
て
い

た
園
児
の
列
に
、車
が
突
っ
込
み
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
て
も
、
事
故
を

防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
市
は
、
各
務
原
警
察

署
と
連
携
し
、
市
内
幼
稚
園
・
保
育
所
な

ど
の
散
歩
コ
ー
ス
や
、
小
学
校
出
入
り
口

に
あ
る
横
断
歩
道
な
ど
の
緊
急
調
査
・
点

検
を
実
施
。
安
全
対
策
が
必
要
な
交
差
点

な
ど
に
、
防
護
柵
を
設
置
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
交
差
点
の
巻
き
込
み
部

や
、
横
断
歩
道
の
待
ち
場
付
近
に
防
護
柵

を
設
置
。
今
年
度
は
、
予
定
し
て
い
た
27

カ
所
で
工
事
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
来
年

度
は
82
カ
所
に
設
置
し
ま
す
。

　
那
加
第
二
小
学
校
周
辺
は
、
新
境
川
の

水
位
に
対
し
て
地
盤
が
低
い
た
め
、
水
位

の
上
昇
が
続
く
と
、
同
校
周
辺
に
降
っ
た

雨
を
川
に
排
水
で
き
な
く
な
り
、
慢
性
的

な
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る
局
地

的
な
大
雨
が
増
え
て
お
り
、
浸
水
被
害
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
那
加
甥
田
町
で
は
、

平
成
20
～
30
年
に
12
回
の
床
下
浸
水
が
発

生
。
浸
水
エ
リ
ア
に
は
、
小
学
校
や
特
別

支
援
学
校
の
公
共
施
設
も
あ
り
、
長
年
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
市
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
新
境
川
を
管

轄
す
る
県
と
本
格
的
に
協
議
を
開
始
。
30

年
度
に
、
那
加
第
二
小
学
校
敷
地
内
に
、

同
校
周
辺
地
域
で
降
っ
た
雨
を
汲
み
出
す

「
排
水
ポ
ン
プ
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
１
秒
間
で
ド
ラ
ム
缶
約
３
本

分
（
６
０
０
Ｌ
）
の
雨
水
を
排
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
排
水
ポ
ン
プ
が
完
成
し
た
今
年
度
は
、

７
月
18
日
の
集
中
豪
雨
と
10
月
15
日
の
台

風
21
号
に
伴
う
大
雨
で
稼
働
し
、
浸
水
被

害
を
防
ぎ
ま
し
た
。

（
写
真
上
）那
加
第
二
小
学
校
給
食
室
が
浸
水（
下
）那
加
甥
田

町
に
た
ま
っ
た
水
を
新
境
川
に
排
出
《
平
成
26
年
８
月
撮
影
》

那加二東部門前町 4 自治会長  園田和博さん

　
今
回
の
工
事
で
設
置
さ
れ
た
の
は
、
パ

イ
プ
を
使
っ
た
防
護
柵
で
す
。
背
の
低
い

園
児
が
交
差
点
な
ど
で
立
っ
て
い
て
も
、

そ
の
存
在
を
確
認
で
き
ま
す
。

　
万
が
一
、車
が
防
護
柵
に
衝
突
し
て
も
、

侵
入
を
防
止
す
る
強
度
が
あ
り
ま
す
。

那加前野町  原真希さん・明日香ちゃん

　
こ
の
地
区
に
住
ん
で
30
年
。

雨
や
台
風
の
時
期
は
、
浸
水
の
不
安

を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
自
治
会
長
に
な
り
、
地

域
全
体
の
安
全
・
安
心
を
考
え
る
よ

う
に
。
災
害
へ
の
備
え
の
大
切
さ
を

回
覧
文
書
で
伝
え
て
い
ま
す
。

　
排
水
ポ
ン
プ
の
設
置
で
、
不
安
は

軽
減
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、地

域
の
安
全
・
安
心
に
気
を
配
っ

て
い
き
ま
す
。

浸水対策

防護柵・排水ポンプの設置箇所
・防護柵　　　・排水ポンプ
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ASAKEN Report

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

市長　浅野健司

　
「
便
利
な
暮
ら
し
、
よ
り
良
い
社
会
」

を
目
指
し
、
国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
け
る
カ
ー
ド
の

取
得
率
は
約
９・８
％
（
９
月
時
点
）。
全

国
平
均
の
約
14
・
0
％
と
比
較
し
て
も
低

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
現
在
、
一
層
の
普

及
に
向
け
て
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
は
拡
大
し
続
け
て
い
ま
す
。
今

年
４
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

者
を
対
象
に
、
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明

書
な
ど
を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
児
童
手
当
に
関
す
る
申
請
が
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
さ
れ
た
り
、
顔
写
真
付
き

の
本
人
確
認
書
類
と
し
て
活
用
で
き
た
り

と
、
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
恩
恵

を
受
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　
国
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

者
を
対
象
に
、
来
年
の
夏
ご
ろ
か
ら
ポ
イ

ン
ト
を
還
元
す
る
と
い
っ
た
消
費
活
性
化

策
が
始
ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
将
来
的
に

は
、
医
療
機
関
で
使
用
す
る
健
康
保
険
証

の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
各
務
原
市
で
は
、
図
書
館
の
利
用
カ
ー

ド
と
し
て
活
用
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
今
後
さ
ら
な
る
活
用
が
見
込
ま
れ
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
す
が
、
本
市
で

カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
る
の
が
一
番
多
い

年
代
は
70
代
の
皆
さ
ん
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
は
驚
き
ま
し
た
。
時
代
の
流
れ
に
目

を
向
け
た
「
先
読
み
力
」
に
脱
帽
で
す
。

　
私
も
今
年
に
入
り
、
家
族
全
員
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
ま
し
た
。
ま

だ
お
持
ち
で
な
い
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
取
得
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
な
機
会
で
、「
便
利

に
な
っ
た
」
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
よ
。

マイナンバーカード
の普及に向けて

児
童
生
徒
表
彰

川
口
皐
士
郎
、
村
岡
蓮
斗
、
髙
坂
磨
秀
、

尾
藤
大
輝
、
筋
野
麗
美
、
伊
藤
綾
音

児
童
生
徒
の
健
康
増
進
に
貢
献

大
塚
マ
リ
子

教
育
・
文
化
・
生
涯
学
習
の
向
上
に
貢
献

山
本
静
夫

市
民
憲
章
推
進
功
労
表
彰
者

安
江
初
音
、
髙
木
秀
子
、
小
野
愛
登
、
河

合
博
隆
、
東
部
愛
花
ク
ラ
ブ
、
鵜
沼
地
区

市
民
公
園
植
栽
グ
ル
ー
プ
、
楽
遊
会
、
遊

友
会
、
大
垣
共
立
銀
行
各
務
原
支
店
、
近

隣
ケ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
す
な
ろ

市
民
憲
章
作
文
最
優
秀
賞
受
賞
者

井
上
愛
菜
、
熊
谷
和
、
吉
国
煌
貴
、
堀
井

悠
真
、
伊
藤
孝
太
郎
、
大
西
開
登
、
鳥
居

悠
登
、
水
口
遥
菜

詳
細　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
☎
０
５
８

（
３
８
３
）
１
６
６
２

青
少
年
育
成
功
労
表
彰
者

牧
田
義
弘
、
板
津
重
信
、
木
村
徹
之
、
水

野
香
織
、川
瀬
修
一
、谷
本
勇
、大
橋
重
治
、

川
瀬
生
身
、
遠
藤
善
三
、
長
縄
秀
平
、
伊

藤
邦
雄
、
森
肇
、
林
泉
、
仙
石
浅
善
、
市

川
千
尋
、
三
野
高
史
、
末
松
克
己
、
水
野

優
一

善
行
青
少
年
表
彰
者

松
本
由
有
、
廣
瀬
美
紅
、
正
治
留
己
哉
、

足
立
奈
優

詳
細　
青
少
年
教
育
課
☎
０
５
８
（
３
８

３
）
１
４
８
４

青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

宮
川
信
夫
、
武
山
米
子
、
薫
田
友
志
、
浅

野
薫
、
石
田
妙
美
、
山
田
篤
良
、
加
藤
直

樹
、
桐
井
希
裕
、
早
野
孔
禪
、
二
ノ
宮
博
、

森
梅
代
、
長
縄
長
義

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

三
輪
正
、
廣
瀬
雅
行

芸
術
文
化
の
振
興
発
展
に
貢
献

加
藤
友
三
郎

　
子
ど
も
た
ち
に
科
学
や
宇
宙
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
い
、
大
き
な
夢
や
希
望
を
持

ち
、「
航
空
宇
宙
産
業
で
働
き
た
い
！
」

と
い
う
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
宇
宙
教
育
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
川
崎
重
工
業
株
式
会
社
と
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
（
J
A
X
A
）
の
協
力
で
、

宇
宙
を
題
材
と
し
た
授
業
や
施
設
見
学
を

通
し
て
、
日
ご
ろ
あ
ま
り
意
識
す
る
こ
と

の
な
い
「
宇
宙
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
普
段
は
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
貴
重
な
施
設
な
ど
を
数
多
く
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
11
日
（
火
・
祝
）　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　

川
崎
重
工
業
株
式
会
社
（
川
崎

町
）、
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博

物
館
（
下
切
町
５
）

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

詳細　商工振興課☎ 058-383-7236

（
保
護
者
の
同
伴
不
可
）

定
員　
40
人
（
抽
選
）

費
用　
１
０
０
０
円
（
昼
食
代
）

備
考　
▼
抽
選
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通

知
▼
昼
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
は
で
き
か

ね
ま
す
▼
内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
あ
り

申
込　
１
月
24
日
ま
で
に
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
内
申
込
フ
ォ
ー
ム（
左
記
Q
R
コ
ー

ド
）
ま
た
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
メ
ー
ル

syoko03@
city.

kakam
igahara.

gifu.jp

で
商
工
振

興
課

詳
細　

教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
１
１
１
７

▼

衛
星
と
通
信
す
る
３・７
m
径

　
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

▼

打
上
予
定
の
K
H
I
超
小
型 　

 

　
衛
星
「
D
R
U
M
S
」
の
C
G
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

日時　1月26日（日）　10:00 ～
（雨天決行）
場所　総合運動公園（下中屋町）
対象　市内在住・在勤・在学の方
種目　 ▽一般・高校男子の部＝
13.0 ㎞ ▽一般・高校女子、中学
男子、中学女子、小学生の部＝
11.0 ㎞
チーム編成　監督１人、選手 5
人、補欠 2 人
費用　1 チームあたり ▽一般・
高校男子の部 3500 円 ▽一般・
高校女子、中学男子、中学女子、
小学生の部 2500 円
申込と詳細　1 月 10 日までに
費用を持参し、山興印刷内市陸
上競技協会事務局（蘇原野口町
3）・山田☎ 058-389-1414

市長杯争奪
駅伝競走大会

　高校生の迫力ある試合を、会
場で観戦しませんか。
期間　12 月 21 日～ 25 日
場所　川崎重工ホッケースタジ
アム（下切町 6）、岐阜総合学
園高校ホッケー場（岐阜市須賀
2-7-25）
備考　12 月 20 日（金）　16:00
～、プリニーの市民会館で開会
式が行われます
詳細　スポーツ課☎ 058-383-
1231

全国高等学校
選抜ホッケー大会

　市ラジオ体操連盟では、市内
全域で出張指導・普及を行う、
ラジオ体操指導者を募集！全国
ラジオ体操連盟公認の資格をお
持ちの方、これから資格を取得
したい方、一緒に活動したい方
は、ぜひご参加ください。
申込と詳細　市ラジオ体操連盟・
浜田☎ 058-384-8429

ラジオ体操指導者
募集

日時　1 月 25 日（土）　9:00 ～
場所　プリニーの総合体育館

（那加太平町 2）
対象　市内在住・在学・在勤・
在籍（スポーツクラブ）の方
種目　男・女シングルス、男・
女ダブルス
費用　シングルス 1000 円（中
学生 500 円）、ダブルス 1 組
1600 円（中学生 800 円）
申込　1 月 10 日（必着）までに、
スポーツ課（産業文化センター
7 階）にある申込用紙を、郵送
またはファクス、直接、〒 504-
8555 那加桜町 1-69、スポー
ツ課　 058-389-0218
詳細　市卓球協会・丹羽☎ 090-
9182-1796（17:00 以降にお
かけください）

第 44 回市卓球
選手権大会

任期　令和 2 年 4 月 1 日～令
和 4 年 3 月 31 日（2 年間）
対象　平成 13 年 4 月 1 日以
前に生まれた方で、2 年間を通
して市を PR していただける方
定員　3 人（選考）
備考　 ▽ 2 月 16 日（日）　13:00
～、産業文化センター（那加桜
町 2）で審査（服装は自由） ▽

副賞は賞金10万円と旅行券（予
定） ▽桜まつり「20 万人の広場」
で発表 ▽応募用紙は、観光交流
課（産業文化センター 6 階）、市
内公共施設・商業施設にあるほ
か、市ウェブサイトからダウン
ロードできます
申込と詳細　1 月 17 日（必着）
までに、必要事項を記入した応
募用紙を、観光交流課内市観光
協会事務局☎ 058-383-9925

ミスかかみがはら
募集

日時　1 月 16 日（木）　10:00
～ 11:30
場所　八幡ねじテクノセンター

（前渡東町 7）
対象　市内在住の 55 歳以上の方
定員　8 人（申込順）
内容　 ▽荷受け作業 ▽センター
内軽作業（ピッキング、出荷準
備、出荷、格納） ▽機械オペレー
ション
備考　現地集合・解散
申込と詳細　12月27日  16:00

（必着）までに、電話または直接、
市生涯現役促進協議会（那加東
亜町）☎ 058-380-2135

生涯現役促進協議会
企業見学会

期日　12 月 19
日（木）
集合場所・時間

▽中央ライフデ
ザインセンター（蘇原中央町 2）
＝9:30 ▽鵜沼福祉センター（鵜
沼羽場町 1）＝ 12:30
行先　イオンタウン各務原鵜沼

（鵜沼西町 3、現地解散）
定員　各 15 人（抽選）
費用　片道（行き）の運賃 ▽中
央ライフデザインセンター集合
＝ 200 円 ▽ 鵜沼福祉センター
集合＝ 100 円
申込と詳細　12 月 13 日まで
に「氏名、電話番号、希望する
集合場所」を、メール syoko@
city.kakamigahara.gifu.jp
または電話で、商工振興課☎
058-383-9912

ふれあいバスで、
お出かけしよう！

　約 15 万球のイルミネーショ
ンが、白く輝きます。
期間　12 月 14 日～ 2 月 14 日
17:00 ～ 22:00
場所　学びの森（那加雲雀町）
備考　期間中の毎時 0 分～ 
15分は、市民公園の噴水もラ
イトアップします
詳細　河川公園課☎ 058-383-
1111 内線 2755

学びの森
イルミネーション

FAX【水中クリスマス会 1 部】
日時　12 月 15 日（日）　10:30
～ 11:30（受付 10:00 ～）
場所　温水 25m プール
対象　25m を泳ぎきれる方
定員　50 人（当日会場申込順）
内容　25m タイム記録会
備考　 ▽入場料が必要 ▽幼児は
保護者同伴

【水中クリスマス会 2 部】
日時　12 月 15 日（日）　13:30
～ 15:00
場所　温水幼児プール
対象　年中児～小学 6 年生
定員　56 人（申込順）
内容　個人・団体での水中ゲーム
費用　300 円（申込時支払）
申込　12 月 1 日　10:00 ～、
温水プール受付
備考　 ▽納入された費用は返金
できません ▽チーム分けのため
遅刻・早退はしないでください

【共通事項】
場所　市民プール（鵜沼小伊木
町 4）
持参品　水着、水泳帽子（幼児は
赤色）、ゴーグル（必要な人のみ）
備考　参加賞あり　
詳細　市民プール☎058-370-
6506

市民プール
水中クリスマス会

始まります！市民公園パークリノベミーティング

【キックオフミーティング】
　午前の部では、公共と民間の境目を感じさせず、
豊かな日常を公園や図書館から創り出しているゲ
ストから、お話をお聞きします。午後の部は、公
園の周りを巡り、施設・空間・人・文化・歴史な
ど、市民公園の資源を見つける、フィールドワー
クを行います。
日時・内容　12月14日（土）　 ▽午前の部（10:30
～ 12:30）＝レクチャー「未来の公園について
話そう。」 ▽午後の部（13:30 ～ 16:00）＝ワー
クショップ「市民公園の可能性を探そう。」
場所　勤労会館（那加雲雀町）

　散歩やピクニック、イベントなど、さまざまに活用されている「各
務原市民公園」。整備されてから 30 年以上が経ったことから、今後、
施設や使い方などを見直し、公園のリニューアルを検討していきます。
目指すのは、人と人がつながり、次の世代に魅力的な風景を引き継い
でいけるような「こどもに見せたい風景のある公園」。これからの「市
民公園」を、一緒に考えてみませんか？
詳細　土地活用推進室☎ 058-383-7254

ゲスト　青木純・株式会社 nest 代表、手塚美希・
紫波町図書館主任司書

【パークリノベミーティング】
「学びの時間」と「フリーディスカッション」

の時間を設け、参加者 1 人 1 人が、ほかのまち
や公園の事例を学び、公園で実現したいことを気
軽に話し合います。毎回テーマを変えて、公園の
使い方を考えていきましょう。
日時　12 月 18 日（水）　19:00 ～ 21:00、1 月
8日（水）　19:00 ～ 21:00、1月22日（水）　19:00
～ 21:00、2 月 1 日（土）　13:30 ～ 16:00
場所　那加福祉センター学習室（那加雲雀町）

　私たちのまちを、あなたの力
で守りませんか。令和 2 年度
の新規消防団員を募集します。
対象　市内在住・在勤・在学の
満 18 歳以上で、心身ともに健
康な方
申込と詳細　消防本部総務課☎
058-382-3136

まちを守る！
消防団員募集

日時　12月21日（土）　 ▽ 10:00
～ ▽ 13:00 ～（雨天時は 22 日
に延期）
場所　蘇原持田町内の竹林（詳
細は参加者に別途連絡します）
定員　各 15 人（申込順）
費用　800 円
申込と詳細　12 月 15 日まで
に、竹林救援隊・神谷☎ 090-
2137-3746

竹林救援隊のミニ
門松つくり体験
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12 月 25 日（水）まで

固定資産税　　3 期
介護保険料 12 月分
国民健康保険　7 期
後期高齢医療　6 期

今月の

納　税

【市税】
日時 　 ▽休日＝ 12 月 15 日

（日）13:00 ～ 17:00 ▽夜間＝
12 月 12 日～ 13 日　17:15 ～
20:00
場所　市役所 2 階税務課

【国民健康保険料】
日 時 　 ▽ 休 日 ＝ 12 月 15 日

（日）13:00 ～ 17:00 ▽夜間＝
12 月 10 日～ 13 日　17:15 ～
20:00
場所　市役所１階医療保険課

【共通事項】
備考　 ▽本庁舎北側地下入口か
らお入りください ▽上記時間中
に、電話での納付確認を実施
詳細　 ▽ 市税＝税務課☎ 058-
383-4773 ▽国民健康保険料＝
医療保険課☎ 058-383-1112

12 月の休日・夜間
納付相談

　年末調整は、毎月の給与など
から源泉徴収した、所得税・復
興特別所得税の合計額と、その
人が１年間に納めるべき所得
税・復興特別所得税との差額を
精算するものです。
対象　「給与所得者の扶養控除
等（異動）申告書」、「配偶者控
除等申告書」などを、年末調整
を行う日までに勤務先に提出し
ている方

【配偶者や扶養親族の方の収入
の全てを確認してください】
　収入金額により、扶養控除・配
偶者控除・配偶者特別控除がで
きない場合があります。

【2 人以上の方が、同じ人を扶
養親族にはできません】
　共働きの夫婦が子どもを両方
の扶養親族にした場合や、兄弟
が親を両方の扶養親族にした場
合などは、どちらか一方は扶養
控除が受けられません。

【共通事項】

▽申告に誤りがあると、後日、所
得税や住民税が追加徴収されま
す ▽申告書に記載した内容に間
違いがあると気付いたら、すみ
やかに勤務先に申し出て、年末
調整の再調整を行ってください
詳細　国税庁ホームページ http
s://www.nta.go.jp/ または岐
阜南税務署☎ 058-271-7111

年末調整を受ける
サラリーマンの方へ

　国税の申告・納税は、インター
ネットの「イータックス（電子
申告・納税システム）」をご利
用ください。利用には、市役所
市民課窓口で発行するマイナン
バー（個人番号）カードなどの
電子証明書が必要です。

【イータックスの利点】

▽源泉徴収票などの提出が省略
可能（確定申告期限から、5 年
間は税務署から提出・提示を求
められる場合あり） ▽還付金を
早く受け取ることができる
詳細　 ▽イータックス＝岐阜南
税務署☎ 058-271-7111、ウェ
ブサイト http://www.e-tax.nt
a.go.jp ▽マイナンバーカード＝
市役所市民課☎ 058-383-1078

国税の申告・納税
はイータックスで

　住宅や倉庫など、家屋の一部
または全部を取り壊したとき
は、下記へお知らせください。
対象　令和元年 12 月 31 日ま
でに家屋を取り壊した方
申込と詳細　電話または資産税
課にある「家屋滅失申請書」を
直接、資産税課☎058-383-48
40

家屋を取り壊した
ときは、お知らせを

相談日時　毎週水・土曜日　9:30
～ 12:00、13:00 ～ 15:00（年
末年始、お盆、祝日は休み）
場所　産業文化センター 5 階

（那加桜町 2）
申込　写真 2 枚（顔写真と全
身写真）と本人確認書類、印鑑
を持参して直接、市結婚相談所
詳細　市結婚相談所☎ 058-38
3-6212（開設日のみ）、まちづ
くり推進課☎ 058-383-1884

市結婚相談所
登録者募集

　若年性認知症の当事者と支援
者がコンサートを行います。
日時　12 月 15 日（日）　9:30
～ 12:00
場所　岐阜市民病院 4 階サルビ
アホール（岐阜市鹿島町 7-1）
定員　100人（当日会場申込順）
申込と詳細　認知症疾患医療
センター岐阜病院☎ 058-247-
2118

ヒデ 2  コンサート
＆認知症講演会

　絵画、工作などを展示する美
術作品展と、ハンドベルなどの
演奏会を開催します。
日時・場所　 ▽美術作品展＝12
月 19 日～ 25 日、産業文化セ
ンター 1 階エントランスホール

（那加桜町 2） ▽演奏会＝ 12 月
19 日（木）　11:30 ～ 12:00、
13:00 ～ 13:30、イオンモール
各務原 1 階センターコート（那
加萱場町 3）
詳細　各務原特別支援学校☎
058-383-1268

各務原特別支援学校
美術作品展・演奏会

【屠
と そ さ ん

蘇散の無料配布】
　1 年の無病息災を祈願して飲
み交わす、お酒に浸す生薬「屠
蘇散」を無料で配布します。
日時　12 月 1 日（日）　9:00 ～
定員　300 袋（1 家族 1 袋）

【クリスマスコンサート】
日時　12 月 22 日（日）　10:00
～ 12:00（開場 9:40）
定員　300 人（当日会場受付順）
出演　児童合唱団かかみのキッ
ズ、ピアノ連弾「十

じゅうばいじゅう
×十」、各務

原市民吹奏楽団
【共通事項】
場所　内藤記念くすり博物館

（川島竹早町）
詳細　内藤記念くすり博物館☎
0586-89-2101

内藤記念くすり博
物館のイベント

小学生海外派遣に
挑戦しよう！

　各務原国際協会の小学生海外
派遣事業では、現地の人とのふ
れあいや自然体験、平和学習を
通じて、海外に対する理解を深
めます。
　事業に先立ち、選考会を開催
します。ぜひ、ご応募ください。
期間　3月30 日～4 月 2 日（3
泊 4 日、予定）
場所　アメリカ合衆国グアム準
州グアム島
対象　市内在住の小学校 5・6
年生（市外に通学する児童も可）
定員　8 人（選考）
費用　自己負担額は 10 万円前
後を予定（費用の約半額を各務
原国際協会が助成）
備考　 ▽参加児童と保護者を対
象に、12月10 日　19:00 ～産
業文化センター 2 階第 3 会議
室で事前説明会を開催（参加自
由） ▽今後の国際情勢により、
事業を中止する場合があります
申込と詳細　12 月 20 日（必
着）までに、参加申込用紙（市内
小学校、各務原国際協会、国際協
会ウェブサイトで配布）と参加
動機の作文（400 字詰 A4 原稿
用紙 2 枚程度）を観光交流課内
各務原国際協会事務局（産業文
化センター 6 階）☎ 058-383-
1426

　1 月 13 日までの土・日曜日、
祝日（休村日、1 月 1 日を除く）
に、イルミネーション「きらめ
き明治村」を開催しています。
期間　12 月 1 日～ 1 月 13 日

（12 月 17 日・24 日・31 日、
1 月 6 日～ 10 日は休村）
費用　500円（通常は大人1700
円、65歳以上・大学生 1300 円、
高校生1000 円、小・中学生60
0 円）
備考　 ▽入村窓口で市在住の証
明が必要 ▽ 1 人の証明で５人
まで割引 ▽ ほかの割引との併
用・団体利用不可
詳細　博物館明治村（犬山市字
内山 1）☎ 0568-67-0314

博物館明治村
市民特別入村割引

　放送大学は、テレビやイン
ターネットなどを利用して授業
を行う通信制の大学。心理学や
福祉、歴史、自然科学など、幅
広い分野を学ぶことができま
す。 現 在、2020 年 度 第 1 学
期の学生を募集しています。
出願期限　 ▽第 1 回＝ 2 月 29
日 ▽第 2 回＝ 3 月 17 日
詳細　放送大学岐阜学習セン
ター☎ 058-273-9614

放送大学
4 月生募集

　市内の小・中学校で、困り感
のある児童・生徒の支援を行う

「特別支援教育アシスタント」
と、教職員の業務支援を行う「ス
クールサポーター」の登録を随
時受け付けています。ぜひ、ご
登録ください。
持参品　印鑑、写真（縦 4cm
×横 3 ㎝）
申込と詳細　事前に連絡の上、
学校教育課（産業文化センター
7 階）☎ 058-383-1118

「特別支援教育アシ
スタント」に登録を

日時　12 月14 日（土）　13:30
～ 15:30
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
内容　「濃尾地震と近代日本」
宮川充史・尾西歴史民俗資料館
学芸員
費用　500 円（会員は無料） 
詳細　濃尾・各務原地名文化研
究会・可児☎ 090-5628-6569

地名文化研究会
第 5 回定例講演会

　来年 10 月 1
日、全国一斉に
行われる国勢調
査の調査員を募
集します。
従事期間　令和 2 年 8 月下旬
～ 10 月下旬
対象　平成 12 年 9 月 2 日以
前に生まれた方で、次の全てを
満たす方 ▽調査員の仕事の性質
上、不適格と思われる職業など
に従事していない ▽調査により
知り得た秘密を守り、最後まで
責任をもって調査事務を行うこ
とができる
内容　調査区内の世帯名簿・地
図の作成、調査票の配布・回収
など
備考　 ▽国の基準による報酬が
支払われます ▽登録時に面接が
あります
申込と詳細　令和 2 年 4 月 30
日までに、総務課☎ 058-383-
1111 内線 2205

国勢調査員を募集
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テクノプラザ
CAD 研修

【Fusion 360 Basic】
期間　12月5日～6日（2日間）
費用　1 万 9800 円

【CAE 基礎知識（works simu
lation）】
期日　12 月12 日（木）
費用　1 万 3200 円

【SOLIDWORKS 応用】
期間　12 月 16 日～ 17 日（2
日間）
費用　2 万 900 円

【共通事項】
備考　市内企業、市内在住・在
勤の方の費用（市・県減免適用
後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 05
8-379-6370

日時　1 月16 日（木）　9:10 ～
11:30
場所　産業文化センター 2 階
第 1 会議室（那加桜町 2）
定員　30 人（申込順）
費用　1500 円（テキスト代、当
日支払）
申込と詳細　12月12日～ 1 月
8 日に、写真（縦 3.5cm ×横 3
cm）1 枚を持参し、市内消防署
または予防課☎ 058-382-3137

甲種防火管理
再講習

危険物取扱者試験
受験準備講習

【県予備講習（甲種、乙種全類、
丙種）】
期日　1 月 20 日（月）・21 日

（火）（全 2 回）
場所　県シンクタンク庁舎（岐
阜市薮田南 5）
申込期間　12 月 16 日～ 1 月
17 日

【市予備講習（乙種 4 類）】
期日　1 月 22 日（水）
場所　産業文化センター（那加
桜町２）
申込期間　12月2日～1月21日
備考　詳細は市ウェブサイト参照

【共通事項】
備考　危険物取扱者試験の申込
は、1 月 9 日～ 17 日（電子申
請は 1 月 6 日～ 14 日）に消
防試験研究センター岐阜県支部

（岐阜市薮田南 1）
申込と詳細　予防課☎ 058-38
2-3137

　外食の機会が増える時期。食
べられるのに捨てられてしまう

「食品ロス」を減らすため、会話
も料理も楽しみましょう。

【食品ロス削減のポイント】

▽「賞味期限」を過ぎてもすぐ廃
棄せず、自分で食べられるかど
うか判断する ▽必要な食品を必
要なときに、必要な量だけ購入
する ▽食べ切れなかった場合は、
他の料理に作り替えるなど、献
立や調理方法を工夫する ▽宴会
では、乾杯後 30 分、お開き前
10 分は、自席で食事する「3

さんまる
0

1
いちまる
0 運動」を心がける

詳細　環境政策課☎ 058-383-
4230

「食品ロス」を
削減しましょう

　県内で働く全ての労働者に適
用される最低賃金が 10 月 1 日
に改正されました。また、特定
の産業（下記）に従事する労働
者には、12 月 21 日から産業
別最低賃金が適用されます。
時間額　 ▽ 県最低賃金＝ 851
円 ▽電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業＝ 886 円 ▽ 自
動車・同附属品製造業＝ 930
円 ▽航空機・同附属品製造業＝
970 円
詳細　岐阜労働局賃金室☎058-
245-8104

最低賃金が改正さ
れました

　各務原商工会議所では、事業
承継の準備に向けた相談に対応
しています。
　必要に応じて、税理士や中小
企業診断士などの専門家を派遣
します。事業承継について、お
気軽にご相談ください。
詳細　各務原商工会議所☎058-
382-7101

あなたの事業承継
を応援します！

　法務局などでは、戸籍に記載
されていない方が、戸籍に記載
されるための手続きを案内して
います。相談は無料です。気軽
にご相談ください。
日時　平日　8:30 ～ 17:15
詳細　 ▽岐阜地方法務局戸籍課
☎ 058-245-3181 ▽市役所市民
課☎ 058-383-1111 内線 2441

無戸籍解消のため
の相談窓口を開設

対象　県内出身で、次のいずれ
かの方 ▽東京都内・近郊の大学・
大学院に入学する ▽東京都内・
近郊の大学 2 年生以上
備考　定員や費用など、詳細は
学生会館ウェブサイト参照
詳細　岐阜県学生会館☎ 042-
646-6561

岐阜県学生会館の
入寮者を募集

　来年度小学校へ入学するお子
さんの家庭に、12 月中に入学
通知書を市教育委員会から郵送
します。
対象　平成 25 年 4 月 2 日～平
成 26 年 4 月 1 日生まれの方
備考　次の場合はご連絡くださ
い ▽入学通知書が 12 月中に届
かない ▽国立・私立小学校、ま
たは県立の特別支援学校などの
小学部へ入学する ▽住所・氏名
など、記載事項に誤りがあった

▽住所などを変更した、または
入学日までに変更する予定があ
る ▽他の市町村発行の入学通知
書を持っている ▽病気、その他
やむを得ない理由のため、就学
猶予・免除を希望する
詳細　学校教育課☎ 058-383-11
18

お届けします
小学校入学通知書

　県安全・安心まちづくり県民
大会で、地域の防犯活動に取り
組んできたボランティア団体が

「岐阜県安全・安心まちづくり
賞」を受賞しました。
受賞団体　尾崎地域安全推進協
議会、琴が丘自治会パトロール
隊、緑苑自主防犯パトロールク
ラブ
詳細　まちづくり推進課☎058-
383-1997

「安全・安心まちづ
くり賞」を受賞

　身近なことから人権について
考えてみませんか。市役所では、
人権擁護委員に、人権に関する
相談をすることができます。
日時　毎月第 1 金曜日　13:00
～ 16:00
場所　市役所 4 階市民相談室
備考　上記以外は、人権相談ダ
イヤル「みんなの人権 110 番」
☎ 0570-003-110 で相談に応
じています
詳細　まちづくり推進課☎058-
383-1884

12 月 4 日～ 10 日
は人権週間

　プレミアム付商品券購入引
換券の交付申請期限は、12 月
27 日です。期限までに申請を
お願いします。
対象　平成 31 年 1 月 1 日に各
務原市に住民登録がある方で、
平成 31 年度の住民税が課税さ
れていない方（課税者と生計同
一の配偶者、扶養親族、生活保
護受給者などを除く）
備考　 ▽ 平成 28 年 4 月 2 日
～令和元年 9 月 30 日に生まれ
た子が属する世帯の世帯主は申
請不要 ▽プレミアム付商品券の
購入期限は 2 月 28 日、使用期
限は 3 月 31 日です
詳細　商品券専用ダイヤル☎ 05
8-383-1972

プレミアム付商品券
申請期限 迫る！

　現在、市役所敷地内で、新庁
舎建設工事を進めています。工
事中は、工事車両が頻繁に出入
りし、来庁者駐車場が限られる
ため、長時間お待ちいただくこ
とがあります。
　市役所にお越しの際は、市民
公園東公共駐車場（3 時間まで
無料）に駐車し、シャトルワゴン

（無料、15 分間隔で運行）をご利
用ください。ご迷惑をおかけし
ますが、ご協力をお願いします。
詳細　管財課☎ 058-383-1619

市役所には
シャトルワゴンで！

　12 月 11 日～ 20 日は、「無
事故で年末  笑顔で年始」をス
ローガンに、年末の交通安全県
民運動が実施されます。運動の
重点は次のとおり。地域ぐるみ
で交通事故を防ぎましょう。

▽夕暮時と夜間の交通事故防止

▽横断歩道での歩行者最優先の
徹底 ▽ 飲酒運転の根絶 ▽ 全座
席のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底
詳細　まちづくり推進課☎ 058-
383-1997

年末の交通安全
県民運動

　毎月第 4 木曜日に行う「女性
のための法律相談」は、12 月は
第 3 木曜日（12 月 19 日）に
開催します。ご注意ください。
詳細　まちづくり推進課☎058-
383-1884

「女性のための法律
相談」日程の変更

　消防団が年末
に、巡回・広報
などで警戒活動
を実施します。
戸締り・火の元に気をつけて、
新年を迎えましょう。

【令和元年度全国統一防火標語】
「ひとつずつ  いいね！で確認  
火の用心」
詳細　消防本部総務課☎ 058-
382-3136

消防団年末夜警

みんなの市民憲章
夢と安らぎのある、

明るいまちをつくります
　これからの季節は、寒くな
るにつれ、家で過ごす時間が
長くなります。テレビやスマ
ホをお休みして、家族でその
日の出来事や、将来の夢を語
り合う時間を作りましょう。
資料提供　まちづくり推進課

受講しよう
上級救命講習

日時　1 月 19 日（日）　9:00 ～
17:00
場所　消防本部研修室（那加桜
町 1）
対象　市内在住または在勤の方
定員　20 人（申込順）
持参品　筆記用具、飲み物、昼食
備考　 ▽ 5 人に満たない場合は
中止の場合あり ▽修了証を発行
申込と詳細　1 月 10 日までに、
救急指令課☎ 058-382-3596
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

1 月の乳幼児
健康診査

【1 月の 4 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談
持参品　子育てファイル「わかば」

【1 月の 11 か月児健康診査】

内容　医師の診察、身体計測、
歯科・栄養・育児などの保健相談
持参品　子育てファイル「わかば」

【1 月の 1 歳 6 か月児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　 ▽歯みがきをして受診し
てください（歯の汚れの検査あ
り） ▽当日幼児フッ素塗布受診
票を発行（１人 1 回分・無料）

【1 月の 3 歳児健康診査】

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、聴覚検査、眼科検査、
身体計測、個別相談
備考　尿を入れる容器（12 月
中旬郵送）と、目と耳に関する
アンケートを記入し、持参

【共通事項】
受付時間　13:00 ～ 13:30
対象地区　 ▽総合福祉会館＝那
加・川島・蘇原・稲羽地区 ▽東
保健相談センター＝鵜沼地区
持参品　母子健康手帳、問診票

（記入済のもの）
備考　 ▽指定日に受診できない
場合、２週間前までに下記へ ▽

集団での健診が難しい方は事前
に下記へ ▽前月までの対象児で
受診していない方は、今回受診
可 ▽健康診査の所要時間は約 2
時間 ▽駐車料補助あり
申込　健診当日 8:30 ～ 12:50
にインターネット予約。健診会
場窓口でも予約可
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1115、東保健相談センター☎
058-379-7888

期日 場所 対象出生児
20日
（月）

東保健相談
センター 平成 28 年12 月

21日
（火）

総合福祉会館

平成 28 年12 月
1 日～ 15 日

22日
（水）

平成 28 年12 月
16 日～ 31 日

期日 場所 対象出生児
27日
（月）総合福祉会館

平成 31 年
2 月28日

（火）
東保健相談
センター

期日 場所 対象出生児
14日
（火）

総合福祉会館

平成 30 年 6 月
1 日～ 15 日

15日
（水）

平成 30 年 6 月
16 日～ 30 日

17日
（金）

東保健相談
センター

平成 30 年
6 月

健診などのインターネット予約
　乳幼児健診や一部がん検診
などで、インターネット予約
を受け付けています。専用
ウェブサイトhttp://paa.jp/
clinic/3330/（下記 QR コー
ド）にアクセス
し、画面の指示
に従って、入力
してください。
対象となる健診など　広報紙
の記事の申込欄に記載　
詳細　健康管理課☎ 058-38
3-1115

　子育てや学校のことなど、気
軽におしゃべりしませんか。
日時　12 月～３月の毎週金曜
日　9:30 ～ 12:00、13:00 ～
16:30
場所　中央図書館4階 教育セン
ター「すてっぷ」（那加門前町 3）
詳細　教育センター☎ 058-38
3-7291（日・月曜日、祝日休み）

事前申込不要！子育
ておしゃべりサロン

日時　12 月 10 日（火）　19:30
～ 21:00
場所　飛鳥美谷苑（那加西市場
町 7）
内容　成年後見制度普及促進に
向けた市の取組
詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-371-
3081

生活圏域ネット
ワーク会議

　高血圧は、心臓病の原因とな
る危険因子の１つ。心臓病や他
の生活習慣病に
ならないために、
高血圧を予防し
ましょう。

【からだ編（講演）】
期日　1 月 23 日（木）
内容　「高血圧と心臓病」永井
洋史・つかはら医院医師
定員　60 人（申込順）

【運動編（実践）】
期日　1 月 29 日（水）
内容　「全身の筋肉をしっかり
伸ばし血液サラサラ！からだを
芯からあたためましょう」山川
華代・健康運動指導士
定員　30 人（申込順）

【栄養・保健編（講話）】
期日　2 月 7 日（金）
内容　「高血圧予防の食生活・
賢く減塩する方法」市栄養士・
保健師
定員　30 人（申込順）

【共通事項】
時間　13:30 ～ 15:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　74 歳以下で、高血圧未
治療の方
申込と詳細　12月2日～ 27 日
に、健康管理課☎ 058-383-11
15、東保健相談センター☎ 058-
379-7888

高血圧予防教室

【らららカフェ】
日時　12 月 16 日（月）　13:30
～ 15:30
場所　飛鳥美谷苑（那加西市場
町 7）
費用　200 円
詳細　飛鳥美谷苑☎ 058-371-
3081

【認知症茶話会】
日時　12 月 17 日（火）　13:00
～ 15:00
場所　ささえあいの家（つつじ
が丘 4）
詳細　ささえあいの家☎ 058-
377-3400

【オレンジカフェうぬま】
日時　12 月 18 日（水）　14:00
～ 15:30
場所　喫茶「ジョイガアデン」

（鵜沼古市場町 2）
費用　200 円
詳細　愛の家グループホーム各
務原鵜沼朝日☎ 058-379-3331

お気軽にご参加を
認知症カフェ

期日 場所 対象出生児
6 日
（月）

総合福祉会館

令和元年 8 月
1 日～ 15 日

7 日
（火）

令和元 8 月
16 日～ 31 日

8 日
（水）

東保健相談
センター 令和元年 8 月

【ジフテリア・破傷風（DT）2 期】
対象　小学 6 年生

（小学 6 年生時未
接種者で、接種を
希望する 12 歳の
方は下記へ連絡）
備考　予診票兼接種券は、4 月
上旬に対象者に送付済

【麻しん・風しん 2 期】
対象　小学校就学前の1年間（年
長児）

【共通事項】
場所　指定医療機関（要予約）
持参品　予診票兼接種券、母子
健康手帳、保険証、福祉医療費
受給者証（こども）
備考　定期の予防接種には原則
保護者の同伴が必要です。やむ
をえず親族などが同伴する場合
は、同伴者の同意をもって保護
者の同意とする旨の委任状（予
診票兼接種券の裏面）の提出が
必要です
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1115

子どもの
定期予防接種

期日　2 月 26 日までの、原則
月・水・金曜日（祝日、年末年
始などを除く）
受付時間　13:20 ～ 14:15
場所　東海中央病院 2 階健康
管理センター（蘇原東島町 4）
対象　市に住民登録があり、年
度末年齢 40 歳以上の女性。た
だし、次に該当する方は検診を
受けられません①職場などで受
診する機会がある②乳房に関す
る病気で治療中または経過観察
中③乳がんで治療中、経過観察
中④妊娠中、授乳中、断乳後 1
年を経過していない⑤ペース
メーカーなど医療機器を上半身
に装着⑥豊胸術を受けた⑦この
１年以内にマンモグラフィ検査
受診済（昨年度市の乳がん検診
を受けた方は不可）
定員　1 日 38 人（申込順）
内容　問診、乳房エックス線検
査（マンモグラフィ）
費用　1500 円（当日支払）
申込期限　1 月31 日
備考　 ▽予約制 ▽生活保護世帯
の方は無料。事前に問い合わせ
申込と詳細　インターネットま
たは電話などで健康管理課☎
058-383-1115

乳がん検診

期間　12 月31日まで
場所　市内指定医療機関（要予約）
対象　①接種時 65 歳以上の方②
60 ～ 64 歳の方で、心臓、腎臓ま
たは呼吸器の機能に自己の身辺
の日常生活が極度に制限される
程度の障がいを有する方、または
ヒト免疫不全ウイルスにより免
疫機能に日常生活がほとんど不
可能な程度の障がいを有する方
で、身体障害者手帳1級を持つ方
費用　1500 円（対象者で、生
活保護世帯の方は免除）
持参品　本人確認書類（保険証
など）、健康手帳（お持ちの方）
備考　 ▽接種回数は 1 人 1 回 ▽

市外施設入所者、長期入院により
市内指定医療機関で接種困難な
方、県内のかかりつけ医で接種希
望の方は接種前に健康管理課へ

▽上記、対象②の方と、対象者で
生活保護世帯の方は印鑑、マイナ
ンバー通知カード、本人確認書類

（②の方は身体障害者手帳）を持
参し、接種前に健康管理課へ
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1115、東保健相談センター☎
058-379-7888

高齢者インフル
エンザ予防接種

　冬場は、暖房器具の使用によ
り、二酸化炭素の排出量が特に
多くなります。エネルギーの消
費を抑えるため、家庭での節電
など身近なことから二酸化炭素
の排出量を減らし、美しい環境
を未来に残していきましょう。
取組例　 ▽ 暖房の設定温度は
20 度を目安にする ▽長期間使
わない電化製品のプラグをコン
セントから抜く ▽車の運転時に
はエコドライブを心がける
詳細　環境政策課☎ 058-383-
4232

12 月は地球温暖化
防止月間

健診などに駐車料を補助
　健診時などに市の有料駐車
場を利用し、3 時間を超えた方
に駐車補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐車
券を持参し、健康管理課☎ 05
8-383-1115
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カルチャー カルチャー

〒 509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日、祝日、12/28 ～ 1/4

CU
LT

U
RE

■代謝アップと体幹づくりヨガ
　年末年始に疲れた体と心を整え、体幹を鍛えて美
しい身体を作りましょう。
日時　1 月 18 日・25 日、2 月 1 日・８日　いずれ
も土曜日　13:30 ～ 15:00（全 4 回）
定員　20 人
講師　小川俊江
費用　1200 円（受講料）
持参品　ヨガマット、飲み物、タオル
申込　12 月 14 日　9:30 ～、費用を持参し、直接、
東ライフデザインセンター（9:30 の時点で定員を
超えた場合はその場で抽選）
■一針一針に願いを込めて「お雛さまのつるし飾り」
日時　1 月 22 日・29 日、2 月
5 日・12 日　いずれも水曜日
13:30 ～ 15:30（全 4 回）
定員　12 人
講師　藤吉二三子
費用　3200 円（受講料 1200
円、材料費 2000 円）
申込　12 月 18 日　9:30 ～、費用を持参し、直接、
東ライフデザインセンター（9:30 の時点で定員を
超えた場合はその場で抽選）
■ピラティスで心と体のリラックス
　ゆったりと深い呼吸で、筋肉をコントロール。運
動が苦手な方でも無理なく参加できます。
日時　1 月 22 日・29 日、2 月 5 日・12 日　いず
れも水曜日　19:30 ～ 21:00（全 4 回）
対象　女性
定員　20 人（抽選）
講師　中村順子
費用　1200 円（受講料）　
持ち物　ヨガマット、飲み物、タオル
備考　当選者にのみ、12 月 17 日までにメールま
たは電話で連絡します
申込　12 月 10 日までに「講座名、氏名、ふりがな、
住所、年齢、電話番号（携帯電話番号）」を、メー
ル higashilife@city.kakamigahara.gifu.jp または
直接、東ライフデザインセンター

新しいこと始めてみよう！
東ライフ短期講座

東ライフデザインセンター
☎ 058-384-0507

〒 509-0102 各務字車洞 6797-1 各務野自然遺産の森
㊡なし

　自然を満喫できる、その季節にぴったりの体験を、
1 年を通してご用意しています。ぜひ、ご参加くだ
さい。
■ 12 日（日）　ハーブのリップクリームづくり
　体に優しいハーブのリッ
プクリームを手作りして
みよう。
時間　10:00 ～ 11:30
持参品　筆記用具、持ち
帰り用の袋
費用　1 作品 600 円
■ 19 日（日）　各務原アルプス・トレッキング＆
　豚汁
　各務原アルプスの最高峰、金比羅山（標高 383 ｍ）
に登って、頂上からの大パノラマを展望しよう！下山
後に豚汁を振る舞います。
時間　9:30 ～ 12:00（雨
天中止）
費用　500 円
持参品　昼食、飲み物、登山
のできる服装と靴、防寒着
■ 26 日（日）　冬のバードウオッチング
　冬は野鳥観察に最適な季節。樹木に葉がなく鳥を
見つけやすいので、１年で最もお勧めです。
時間　9:00 ～ 11:00（雨
天中止）
費用　300 円
持参品　筆記用具、防寒
着、双眼鏡と図鑑（お持
ちの方）
【共通事項】
対象　小学生の親子、大人
定員　30 人（12 日は 20 人、申込順）
申込と詳細　12 月 1 日～、▷ウェブサ
イト＝右記 QR コードから申込▷メール
＝「開講日と講座名、参加者全員の住所、
氏名、ふりがな、年齢、電話番号、返信用メールアド
レス、付き添いの方がいればその旨」を、shizen@
wildlife.ne.jp で NPO 法人生態教育センター

N
AT

U
RE 寒さを忘れ、冬の自然を楽しもう

1 月の「自然体験塾」

自然体験塾
☎ 090-5615-0370

■市所蔵作品企画展
　「所蔵絵画を視る～坪内節太郎作品修復その後」
　市が所蔵する作品を展示し、一般に公開します。
今回は、修復した坪内節太郎の油彩
画と修復過程をパネル展示します。
　会期中には中学生以上を対象に、

「油彩画における様々な損傷例と各務
原市所蔵作品の修復」と題した講演
会を開催します。
期間　１月 18 日～ 2 月 2 日　10:00 ～ 17:00（23
日のみ 19:00 まで、20 日・24 日・27 日は休館）
場所　中央図書館 3 階 展示室 A（那加門前町 3）
備考　講演会は、19 日（日）　13:30～15:00、中央
図書館 4 階多目的ホールで開催します。事前に電話
でいきいき楽習課へお申し込みください
■市文化協会自主事業
　「み・ら・い・へ　コラボレーションコンサート」

　女性ソリストだけで結成された G・Dream21
レディースオーケストラとかかみがはらジュニア・
アーツ・アカデミー受講生のコラボレーションをお
楽しみください。
日時　3 月 7 日（土）　14:00 ～（開場 13:30）
場所　プリニーの文化ホール（蘇原中央町 2）
費用　一般 1000 円（当日 1500 円）、高校生以下無
料（要整理券）
出演　かかみがはらジュニア・アーツ・アカデミー、
G・Dream21 レディースオーケストラ、ソプラノ
ソリスト（大久保幽香、山田智恵、飯沼帆花、木田
美華）、岐阜各務原児童合唱団
曲目　カルメン前奏曲、赤とんぼ、パプリカほか
チケット販売　12月6日　9:00～、いきいき楽習課、
プリニーの市民会館
備考　 ▽未就学児の入場はご遠慮ください▷曲目は変
更になる場合があります

CU
LT

U
RE 絵画展やコンサートで

芸術や音楽に触れて、文化を楽しもう！

いきいき楽習課
☎ 058-383-1042

〒504-0912那加桜町2-186 産業文化センター 6 階
㊡土・日曜日、祝日、12/28 ～ 1/5

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820

　詰め将棋を解くなどして、将棋上達のコツを学び
ます。対局中の正しい礼儀作法も教わります。
日時　1 月 11 日・18 日・25 日、2 月 8 日・22 日・
29 日、3 月 14 日・21 日　いずれも土曜日　10:00
～ 11:30（全 8 回）
対象　駒の動かし方が分かる小学生
定員　24 人（抽選）
講師　柴山芳之・日本将棋連盟将棋普及指導員
費用　1600 円（受講料）
申込　12月17日（必着）
までに、「講座名、参加
者の氏名、学校名・学
年、住所、保護者の氏名、
電話番号（緊急連絡先）」
をメール chuolife@city.
kakamigahara.gifu.jp または、往復はがきで中央ラ
イフデザインセンター（窓口申込の場合は、はがき 1
枚持参）

KI
D

S 小学生チャレンジ講座
「子ども将棋教室」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日、12/28 ～ 1/4

CU
LT

U
RE これで使い方はバッチリ！

パソコン講座「エクセルの基礎」
　パソコンの表計算ソフト「エクセル」を使って、
表やグラフの作成、計算式の入力、関数などを学び
ます。お気軽にご参加ください。
日時　1 月 14 日・21 日・28 日、2 月 4 日　いず
れも火曜日　13:30 ～ 15:30（全 4 回）
対象　4 回とも受講できる高校生以上の方
定員　20 人（抽選）
費用　1200 円（受講料）
講師　前田もとゑ（K-IT シティ・
コンソーシアム）
備考　会場に設置のパソコン
を使用
申込　12 月 26 日（必着）までに、「講座名、参
加者の氏名、住所、電話番号」を明記し、メール
chuolife@city.kakamigahara.gifu.jp、 ま た は 往
復はがきで中央ライフデザインセンター（窓口申込
の場合は、はがき 1 枚持参）
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カルチャー カルチャー

中央図書館
☎ 058-383-1122    

KI
D

S 楽しいお話がいっぱい！
「クリスマスおたのしみ会」

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 12/2・6・9・16・23・28 ～ 1/4

　サンタクロースの訪問や各務原市民合唱団による
「クリスマスメドレー」などの合唱、岐阜各務野高校
の生徒たちのクリスマスにちなんだ読み聞かせ・ハ
ンドベル演奏など、楽しいイベントいっぱいです。
日時　12 月 21 日（土）　13:30 ～ 15:00（開場
13:00）
場所　中央図書館 4 階 多目的ホール

市民会館・文化ホールの
コンサート / イベント

プリニーの市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）、12/28 ～ 1/4

M
U

SI
C

■プロムナードコンサート 2019（要整理券）
日時　12 月 7 日（土）　14:00 ～（開場 13:30）
場所　プリニーの市民会館
申込と詳細　事前に、中部学院大学☎ 058-375-
3600
■第 15回音楽教室 P-Rhythm発表会
　～音楽の世界～
日時　12 月 8 日（日）　13:00 ～（開場 12:30）
場所　プリニーの文化ホール
詳細　音楽教室 P-Rhythm・谷口☎ 058-382-44
82
■第 47回岐阜各務原児童合唱団定期演奏会
日時　12 月 21 日（土）　17:30 ～（開場 17:00）
場所　プリニーの市民会館
費用　1000 円（全席自由）
詳細　岐阜各務原児童合唱団☎ 058-383-1075
■市民会館ホワイエコンサート
　「和の響きコンサート～古典から現代～」
日時　1 月 9 日（木）　12:30 ～（開場 12:00）
場所　プリニーの市民会館ホワイエ（ロビー）
定員　約 120 人（申込順）
出演　日原暢子・馬場桃子（筝）、伊藤韻盟（尺八）
費用　大人 300 円、中学生以下無料
備考　未就学児の入場はご遠慮ください
申込と詳細　電話などで、プリニーの市民会館☎
058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡ 12/2・6・9・16・23・28 ～ 1/4

KI
D

S クリスマスの読み聞かせ
「とんとんのクリスマスのおはなし会」

中央ライフデザインセンター図書室
☎ 058-383-2125

　読み聞かせグループ「とんとん」による、0 歳か
ら楽しめるクリスマスにちなんだ読み聞かせです。
日時　12 月 17 日（火）　11:00 ～ 11:30

■埋文バックヤード見学
　市内の遺跡や古墳の発掘調査で出土した土器な
ど、遺物の整理作業を行っているバックヤードをご
案内します。
■土器・石器鑑定局
　個人で所蔵している土器のか
けらや石器はありませんか。お
持ちいただければ、種別や年代
を調べてお答えします。
　「違うかもしれないけど」、

「こんなの見つけた」という物でも受け付けます。
■埋文学習相談室
　学校の研究や郷土の歴史探求のためのテーマなど
についてアドバイスします。
【共通事項】
日時　開館日　10:00 ～ 16:00 のうち約 30 分
対象　小学生以上
申込　事前に電話で、埋蔵文化財調査センター

〒 504-0911 那加門前町3-1-3　中央図書館3階
㊡12/2・6・9・16・23・28～1/4・6・14・15・20・24・27

埋蔵文化財調査センター
☎ 058-383-1123

CU
LT

U
RE 古代の文化を体験しよう！

埋文レギュラーメニュー講座

〒504-0912 那加桜町2-186 産業文化センター4階
㊡祝日、12/28 ～ 1/4

西ライフデザインセンター
☎ 058-383-1121

CU
LT

U
RE 体のバランスを整えよう

「女性限定の骨盤セルフケア」
日時　1 月 28 日、2 月 4 日・25 日、3 月 3 日　い
ずれも火曜日　13:15 ～ 14:30（全 4 回）
定員　20 人（抽選）
講師　松葉薫
費用　1200 円（受講料）
備考　当選者にのみ、1 月 11 日までに連絡します
申込　1 月 10 日　12：00 までに、「氏名、ふりがな、
電話番号」を、メール（件名には講座名を）n_life0
1@city.kakamigahara.gifu.jp、電話、または直接
西ライフデザインセンター

CU
LT

U
RE ステンドグラスで

クリスマス飾りをつくっちゃおう！
　好きな色を組み合わせて、自分だけのクリスマス
飾りを作ります。
日時　12月21 日（土）　10:00～12:00
対象　小学生（1 ～ 3 年生は保護者同伴）
定員　12 人（申込順）
講師　首藤愛子・ステンドグラス作家
費用　700円
申込　12 月6 日　9:00 ～、電話
または直接、川島ライフデザイ
ンセンター（費用の納入をもっ
て受付完了）

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日、12/2・6・9・16・23・28 ～ 1/4

もりの本やさん
☎ 058-370-7175

KI
D

S 楽しいクリスマスの読み聞かせ
「みんなで楽しいクリスマス♪」

　クリスマスリースも作ります。
日時　12 月 21 日（土）　14:00 ～（約 30 分）

〒 509-0111 鵜沼字石山  日本ラインうぬまの森内
㊡ 12/2・6・9・16・23・28 ～ 1/4

〒 509-0143 鵜沼小伊木町 4-213
㊡12/2・9・16・23・29～1/3・6・13・14・20・27

少年自然の家
☎ 058-370-5280

KI
D

S 少年自然の家が「Shizen no ie」に !?
「イングリッシュデイキャンプ」

　先生や友達と英語でコミュニケーションして、そ
の楽しさに触れてみよう！
日時　① 1 月 18 日（土）② 19 日（日）　いずれも
9:00 ～ 16:00(1 日だけの参加も可 )
対象　市内在住の小学 4 年～中学 1 年生
定員　各 30 人（抽選）
内容　①野外炊事（パックドック）、外国人講師と
の特別活動②野外炊事（カレー・ナン）、外国人講
師との特別活動
費用　各 1000 円（食費・活動費など）
申込　12 月 25 日（必着）までに▷はがき＝「郵
便番号、住所、電話番号、氏名、ふりがな、性別、
学校名、学年、保護者名、参加希望日（18 日、19
日、両日）、キャンセル待ちをするか否か」を明記
し、少年自然の家「イングリッシュデ
イキャンプ」係▷少年自然の家ウェブ
サイト＝「イベント（右記 QR コード）」
ページから申込専用フォーム
備考　▷抽選はそれぞれの回で行うため、両日参加
希望でも 1 日だけ当選する場合があります▷はが
きに限り、兄弟姉妹での連名申込可▷食物アレル
ギーのある方は、申込前に必ずご相談ください

〒501-6022川島松倉町1951-4（川島会館3階）
㊡ 12/2・6・9・16・23・28 ～ 1/4

　季節にちなんだお話の読み聞かせと、「飛び出す
クリスマスカード」の工作を行います。
日時　12 月 14 日（土）　14:00 ～ 15:00
対象　幼児・児童（小学 3 年生以下は保護者同伴）
定員　工作のみ 8 人（申込順）
申込　工作のみ、当日 9:00 ～、電話または直接、
川島ほんの家

☎ 0586-89-5610

KI
D

S 季節にちなんだお話の読み聞かせ！
「クリスマスのおはなし会」

川島ほんの家
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毎月 1日号に掲載

健康に役立つ情報をお届け！
み ん な 集 合

登場していただける団
体・サークルを募集中！
詳細は広報課☎ 058-
383-1111（内線 2151）

File № 12-1                                                 

KIDS in Kakamigahara各務原で、働く。Work in
Kakamigahara

　
各
務
原
市
民
の
平
均
寿
命
は
、

男
性
が
81
歳
、
女
性
が
86
歳
で

す
。
一
方
で
、「
心
身
と
も
に
健

康
で
、
自
立
し
て
生
活
で
き
る

期
間
」
で
あ
る
健
康
寿
命
は
、

男
性
79
歳
、女
性
83
歳
で
す
。平

均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
、

生
活
習
慣
病
な
ど
の
健
康
上
の

問
題
で
、
日
常
生
活
が
制
限
さ

れ
る
期
間
で
す
。
生
涯
健
康
で

自
立
し
た
生
活
を
目
指
し
、
こ

の
差
を
小
さ
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
応

援
す
る
た
め
、
市
は
県
と
協
働

で
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
健
康
ポ
イ

ン
ト
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
、
楽
し
み
な

が
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　
公
園
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
し
ま
し

た
。ぼ
く
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、

「
ふ
や
し
お
に
」、「
こ
お
り
お
に
」、

「
だ
る
ま
さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
」
を

や
り
ま
し
た
。
ど
の
遊
び
も
、

み
ん
な
が
楽
し
く
で
き
る
よ
う

に
、低
学
年
の
子
が
お
に
に
な
っ

た
時
は
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
つ
か

ま
る
な
ど
、
考
え
な
が
ら
遊
び

ま
し
た
。

　
ど
の
学
年
の
子
も
、
み
ん
な

笑
顔
で
楽
し
く
遊
び
こ
と
が
で

き
て
、
ぼ
く
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　
帰
り
は
登
校
班
で
帰
り
ま
し

た
。「
家
に
帰
る
ま
で
が
遠
足
」

な
の
で
、
ぼ
く
は
班
長
と
し
て

班
員
を
ま
と
め
て
無
事
帰
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
充

実
し
た
遠
足
に
な
り
ま
し
た
。

文
・
６
年　
淺
井
颯そ

う
太た

さ
ん

かわまる遠足
川島小学校

　
私
た
ち
「
ほ・ほ・え・み
会
」

は
、
腹
話
術
を
通
し
て
、
笑
い

と
元
気
を
お
届
け
す
る
サ
ー
ク

ル
で
す
。
腹
話
術
で
、
振
り
込

め
詐
欺
防
止
の
話
や
昔
話
、
落

語
を
分
か
り
や
す
く
面
白
お
か

し
く
演
じ
ま
す
。
現
在
、
会
員

は
10
人
。
よ
り
良
い
も
の
を
披

露
で
き
る
よ
う
、
活
動
日
に
は

2
時
間
ほ
ど
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
「
腹
話
術
は
見
る
も
の
で
、
自

分
で
演
じ
る
な
ん
て
考
え
ら
れ

な
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
、
そ

れ
は
大
き
な
勘
違
い
で
す
。
い

ざ
人
形
を
手
に
し
て
み
る
と
、

人
形
と
の
掛
け
合
い
が
と
て
も

楽
し
く
、
人
前
で
話
す
の
が
苦

手
な
方
も
、
不
思
議
と
自
分
の

思
い
が
す
ら
す
ら
話
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
発
足
10
年
を
迎
え

ま
し
た
。
笑
い
は
健
康
に
役
立

ち
ま
す
。
腹
話
術
を
通
し
て
、

み
な
さ
ん
が
思
い
切
り
笑
っ
て

い
る
姿
を
見
る
と
、
私
た
ち
も

元
気
に
な
り
ま
す
。
依
頼
が
あ

れ
ば
、
幼
稚
園
や
子
ど
も
会
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど
を
訪
問
し

て
、
笑
い
と
元
気
を
お
届
け
し

て
い
ま
す
。

　
腹
話
術
に
興
味
を
持
っ
た
方

は
、
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
腹
話
術
を
身
に
つ

け
て
人
気
者
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

活
動
日
時　
第
2
土
曜
日
・
第

4
月
曜
日　
い
ず
れ
も
午
後
1

時
～
3
時

場
所　
西
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
（
那
加
桜
町
2
）

費
用　
月
1
０
０
０
円

講
師　
吉
田
章
子

詳
細　
村
本
☎
０
９
０
（
２
３

４
５
）
０
５
２
７

「ほ・ほ・え・み会」

　
か
わ
ま
る
遠
足
は
、
今
年
初

め
て
行
わ
れ
た
行
事
で
す
。
1

年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
が
一
緒

に
行
く
遠
足
は
初
め
て
だ
っ
た

の
で
、と
て
も
楽
し
み
で
し
た
。

　
こ
の
か
わ
ま
る
遠
足
に
向
け

て
、
6
年
生
は
5
月
に
公
園
の

下
見
を
し
て
、
あ
ぶ
な
い
と
こ

ろ
が
な
い
か
調
べ
た
り
、
み
ん

な
が
楽
し
め
る
遊
び
は
ど
ん
な

遊
び
が
い
い
か
を
考
え
た
り
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
10
月
10
日
の
遠
足

当
日
。
ぼ
く
は
「
1
年
生
が
楽

し
め
る
よ
う
に
」
と
い
う
目
当

て
を
意
識
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
最
初
に
、
大
野
極
楽
寺

公
園
ま
で
歩
い
て
行
く
時
は
、

1
年
生
の
子
が
つ
か
れ
て
し
ま
っ

て
歩
く
の
が
嫌
に
な
ら
な
い
よ

う
、
い
ろ
い
ろ
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
笑
わ
せ
た
り
し
ま
し
た
。

　
6
年
生
は
、
1
年
生
の
と
な

り
に
並
ん
で
歩
き
ま
し
た
。
ぼ

く
は
、
1
年
生
の
子
が
道
を
は

み
出
し
て
歩
か
な
い
よ
う
に
、

手
を
つ
な
い
で
歩
き
ま
し
た
。

他
に
も
、
列
が
乱
れ
て
し
ま
っ

た
と
き
は
、「も
う
少
し
右
に
寄
っ

て
」な
ど
と
呼
び
か
け
て
、安
全

に
歩
く
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

に
参
加
し
よ
う
！

対
象　
市
内
在
住
で
19
歳
以
上

の
方
（
年
度
末
年
齢
）

参
加
方
法

①
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ー
ト
を

入
手
す
る　

健
康
管
理
課
、
東
保
健
相
談
セ

ン
タ
ー
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
市
内
医
療
機
関
な
ど
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

②
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
に
、

取
り
組
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
と
日
に

ち
を
記
載
し
ま
す
。
詳
細
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
下

記
Q
R
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

③
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
窓
口
へ

6
ポ
イ
ン
ト
以
上

取
り
組
む
と
、「
ミ

ナ
モ
健
康
カ
ー
ド
」

と「
抽
選
申
込
書
」

を
お
渡
し
し
ま
す
。

④
特
典
を
使
う
、
抽
選
に
申
し

込
む　
協
賛
店
で
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
典

を
受
け
る
こ
と
で
き
ま
す
。
健

康
グ
ッ
ズ
や
県
産
品
が
当
た
る

抽
選
に
申
し
込
む
こ
と
も
で
き

ま
す
。

提
出
期
限　
３
月
31
日

申
込
と
詳
細　
健
康
管
理
課
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
１
１
１
５

　
「
ど
う
し
た
ら
、会
社
は
良
く

な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
か
」。

就
職
活
動
中
の
会
社
説
明
会
。

ぶ
し
つ
け
に
生
意
気
な
質
問
を

し
た
私
に
、
嫌
な
顔
を
見
せ
ず

誠
実
に
答
え
て
く
れ
た
担
当
者

の
人
柄
の
良
さ
と
、
会
社
と
し

て
の
器
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。

　
「
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」。

わ
が
社
は
、
使
用
済
み
製
品
や

生
産
工
程
か
ら
出
る
く
ず
な
ど

を
回
収
し
、
新
し
い
製
品
の
原

料
に
再
生
し
て
い
る
。
各
務
原

本
社
で
は
、
不
織
布
の
原
料
に

も
な
る
再
生
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
短

繊
維
を
扱
う
。不
織
布
は
、車
の

フ
ロ
ア
や
衣
料
、防
草
シ
ー
ト
な

ど
、
生
活
の
幅
広
い
用
途
で
使

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
品
質
の
高

さ
は
社
員
と
し
て
誇
ら
し
い
。

仕事は「できる」が重要。将来は、難しい製品をこの手で！

安全のため、指差し確認を忘れない。

＃ 009　髙安株式会社（蘇原村雨町）

　
「
な
ぜ
で
き
る
か
」を
突
き
詰

め
て
研
究
に
没
頭
し
た
学
生
時

代
。
仕
事
で
は
、「
モ
ノ
が
で
き

る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
す

る
。自
分
は
要
領
が
い
い
と
思
っ

て
い
た
が
、失
敗
を
繰
り
返
す

現
実
に
落
ち
込
む
と
き
も
あ
る
。

繊
維
を
紡
ぐ
糸
掛
け
作
業
で
は
、

隣
の
先
輩
は
10
倍
の
早
さ
で
同

じ
作
業
を
行
っ
て
い
る
。焦
っ
て

急
ご
う
と
す
る
度
に
周
囲
か
ら

温
か
い
励
ま
し
を
も
ら
う
。「
安

全
第
一
。機
械
は
壊
れ
た
ら
直
す

こ
と
が
で
き
る
。で
も
、君
が
け

が
を
し
た
ら
代
わ
り
は
な
い
」。

　
最
近
、任
せ
ら
れ
た
仕
事
で
、

「
商
品
と
し
て
出
せ
る
」
と
太

鼓
判
を
も
ら
え
た
。
あ
ふ
れ
て

く
る
嬉
し
さ
を
隠
す
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

　
「
も
っ
と
頼
ら
れ
る
存
在
に
。

で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
、い
ず

れ
は
研
究
開
発
分
野
で
、
多
く

の
技
術
者
か
ら
認
め
ら
れ
る
製

品
を
実
現
さ
せ
た
い
」。心
の
中

で
宣
言
し
て
、目
線
を
上
げ
た
。

入社 1 年目の 28 歳。
京都出身で、大学・大
学院は静岡、就職で各
務原に。おがせ池の田
園風景がお気に入り。
NAME : KIYOSE Shizuka

移住定住ウェブサイト「OUR FAVORITE KAKAMIGAHARA」にも、
「働く」姿を写真とともに掲載。ぜひご覧ください（毎月 1 日更新）
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　今号は大澤里美さんの作品を紹介し
ます。市ウェブサイトでは、たくさん
の写真を公開中。ぜひご覧ください。
10 月 27 日、川島にある各務原アウトドアフィー
ルドで、「樹木医と歩く秋の植物観察」が行われま
した。樹木医の水﨑先生から、身近な秋の植物や
樹木について、実際に植物を観察しながら説明を
聞く講座です。参加した皆さんは、木の実を探し
ながら、秋の散歩を楽しんでいました。

ふるさと川島への思いを込めて

食のプロから「味覚」を学ぶ 迫力満点の作品がずらり！

合併 15 周年記念事業

蘇原第二小学校「味覚の一週間」 戸部善晴 WORK 2019

樹木医と歩く秋の植物観察

　川島小学校で実施している、川島中学校区コミュ
ニティ・スクール。その一環として、10 月 24 日
に川島中学校区学校運営協議会が、各務原市と旧川
島町の合併 15 周年を祝う記念事業を行いました。
　当日は、全校合唱などの記念式典のほか、地域団
体「チーム 26」による機関車の乗車体験を実施。児
童や地域の方など約 800 人が体験しました。1 年
生の三宅真奈さんは「初めての体験で、楽しい思い出
になりました」と笑顔で話しました。（川島小学校）

　10 月 23 日に、蘇原第二小学校で開催された
「味覚の一週間」。この授業は、「食」への関心を
高めてもらい、味わうことの楽しさや奥深さを体
験してもらうことを目的に行われました。
　授業では、市内在住のシェフ、田中剛さんを講師
に招き、料理や食材の試食を通じて「酸味」や「甘味」
など、5 つの味覚について学習。5 年生の坂本はつ
ねさんは「舌の場所によって、感じる味が違うこと
に驚きました」と楽しみながら学んでいました。
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広
い
台
地
を
生
か
し
て
作
ら
れ
た
岐
阜
基
地

は
、
日
本
に
現
存
す
る
最
古
の
飛
行
場
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
航
空
自
衛
隊
岐
阜
基
地
の

存
在
を
知
っ
た
、
県
外
に
住
む
飛
行
機
好
き
の

女
性
が
K
O
C
を
訪
れ
、
各
務
原
市
に
移
住
。

現
在
は
空
宙
博
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
K
O
C

か
ら
つ
な
が
っ
た
縁
が
、
現
在
開
催
し
て
い
る

企
画
展
「
と
ん
で
る
ぱ
ね
る
展
」
の
き
っ
か
け

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
飛
行
機
を
間
近
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
移

住
の
理
由
に
な
る
」。生
ま
れ
育
っ
た
者
に
と
っ

て
見
慣
れ
た
光
景
が
、
魅
力
的
に
映
る
の
だ
と

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
女
性
か
ら
、
知
ら
な
い
ま
ち
に

住
み
始
め
る
に
あ
た
り
、
同
じ
よ
う
に
飛
行
機

を
愛
す
る
市
民
が
、
住
ま
い
探
し
な
ど
を
手
助

け
し
た
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
聞
き
ま
し
た
。

K
O
C
を
飛
び
出
し
て
、
市
民
の
サ
ポ
ー
ト
で

移
住
が
実
現
し
ま
し
た
。
と
て
も
す
て
き
な
出

会
い
と
関
わ
り
合
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
二
十
年
九
月
。
新
加
納
村
の
少
林
寺

本
堂
に
お
い
て
「
用
水
工
事
発
足
式
」
が
開

催
さ
れ
た
。
近
在
の
九
ケ
村
（
芥
見・岩
滝・

大
宮
・
伊
飛
島
・
西
市
場
・
前
洞
・
山
後
・

岩
地
・
水
海
道
）
か
ら
の
代
表
と
し
て
五
十

数
名
が
集
ま
り
、
本
堂
内
は
熱
気
で
溢
れ
か

え
っ
て
い
た
。

　
各
務
郡
長・駒
田
正
忠
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

三
年
前
に
結
成
さ
れ
た
「
用
水
建
設
同
盟
」

か
ら
本
日
の
発
足
式
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を

横
山
忠
三
郎
が
説
明
し
た
。
そ
の
後
、
理
事

を
互
選
す
る
こ
と
に
な
り
、
忠
三
郎
の
推
薦

と
い
う
形
で
下
野
甚
助
・
横
山
半
十
郎
・
水

野
唯
七
・
岡
田
只
治
の
四
人
と
と
も
に
忠
三

郎
自
身
は
す
ん
な
り
決
ま
り
建
設
委
員
と

な
っ
た
。
他
の
理
事
と
し
て
芥
見
村
の
亀
山

儀
兵
衛
・
前
洞
村
の
北
川
栄
三
郎
・
水
海
道

村
の
平
光
円
四
郎
が
選
ば
れ
、
さ
ら
に
出
納

担
当
を
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
工
事
費

は
莫
大
な
金
額
を
要
す
る
。
そ
の
出
納
を
預

か
る
と
な
れ
ば
重
責
で
あ
る
。
誰
も
が
躊
躇

し
た
。
そ
ん
な
中
、
忠
三
郎
の
声
が
静
ま
り

返
っ
た
本
堂
に
響
い
た
。

「
わ
し
は
芥
見
村
の
後
藤
小
平
治
さ
ん
が
え

え
と
思
う
の
じ
ゃ
が
、
ど
う
じ
ゃ
ろ
う
」

「
い
や
ぁ
、
私
は
若
造
で
す
の
で
…
」

　
口
ご
も
る
後
藤
小
平
治
に
忠
三
郎
は
さ
ら

に
言
葉
を
重
ね
た
。

「
い
や
、
こ
の
中
で
一
番
若
い
の
で
お
願
い

を
し
た
い
。
後
藤
さ
ん
は
算
術
に
長
け
て
お

り
、
出
納
役
に
は
最
も
向
い
て
お
る
。
皆
さ

ん
ど
う
じ
ゃ
ろ
う
」

　
後
藤
小
平
治
は
、
出
来
た
ば
か
り
の
岐
阜

第
一
中
学
（
現
在
の
岐
阜
高
校
）
を
出
て
い

て
、
特
に
算
術
に
は
並
外
れ
た
も
の
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
評
判
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
つ
づ
く

　公募展やグループ展などで活躍する市内在住
の洋画家、戸部善晴さん。その展覧会が、10 月
19日～11月4日に、中央図書館で行われました。
　展覧会では、1992 年から現在までに描いた 42
作品を展示。さらに、かかみがはらオープンクラ
スでもサテライト展示があり、色鮮やかで迫力あ
る作品が、訪れた人たちの目を楽しませていまし
た。岐阜市から訪れた安藤光治さんは「画家の感
性を感じられます」と作品に見入っていました。

明治17（1884）年、横山忠三郎らが「用水建設同盟」を発足。引き続き用水の必要性を訴え、40 人を超
える協力者が集まった。同時に、岩滝村真願寺の住職に反対派住民との仲介を願い出て、快諾を得た。

【これまでのあらすじ】

これまで掲載した「幕末余聞 天狗と魁」などの小説を、市内図書館で閲覧・貸出しています。ご利用ください。【市内図書館で閲覧可】

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
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城跡縄張図
「裏天神山城」

子どものころから城郭・城跡に興味があり、県内各地の山
城を巡っているうちに、「縄張図」を描いてみようと思う
ようになりました。実際に足を運んで、自分で調査・測量し、
図面を描きます。納得いくまで、何度も調査と修正を繰り
返しました。現場に行くことが難しくなった今は、これま
で描いた図面を見て、歴史ロマンに思いを巡らせています。 熊澤喜三郎さん

（那加浜見町）

CITY
GALLERY

自分の目と足で描く、歴史ロマン

「各務原市公式 L
ラ イ ン
INE」で、子育て・イベント、

「元気ッズ」募集などの情報を逃さずゲット！
右のQRコード から、または

「@kakamigahara」で検索！
®

イタズラ大好きでやんちゃ坊主の佑京くん。
笑顔いっぱいで、すくすく育ってね！

（佑典さん・羽純さん、桜木町）

川嶋　佑
うきょう
京ちゃん（H30.9.1 生）

元気で仲良くスクスク大きくなってね。大好
きだよ♥

（一真さん・春奈さん、那加甥田町）

岡田　真
ま い
衣ちゃん（H29.1.30 生）

　　　拓
たくや
也ちゃん（H31.4.22 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 7728 人（男　7 万 3114 人・女　7 万 4614 人）
世帯｜ 6 万 277 世帯　　　　     　  令和元年 11 月 1 日現在
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